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第⼆内科における医科学研究を終えて 

 
琉球⼤学医学部医学科４年次 國吉次元 

 
 私が医科学研究の配属先に第⼆内科を選んだのは、「私を最も成⻑させてくれる場所だ
と感じたから」でした。医科学研究発表会も終わった現在、医科学研究の期間を振り返っ
てみると、実験⼿技の⾯はもちろん、研究に対する意識や論理的な思考⽅法など、あらゆ
る⾯において⼤きな成⻑を実感しています。 
 
 医科学研究⾃体は 11 ⽉末から始まる予定でしたが、益崎先⽣にぜひ夏休みのうちから
とお誘いいただき、８⽉、そして夏休み以降も授業の空いている時間に第⼆内科のラボに
通わせていただきました。 
 初めて⾒るラボは⾒たことのない器具や⼀⽬⾒てわかるほどに⾼級な機械が多く設置さ
れており、ワクワクが⽌まらなかったことを覚えています。同時に、これまで講義の中で
しか触れてこなかった研究の世界に⾃分が⾜を踏み⼊れたのだという実感もあり、不安と
期待が⼊り混じった気持ちでした。 
 
 実験は継代の練習から始まりました。継代はあらゆる⼿技の基礎となると教えていただ
き、初めて触れる電動ピペッターやクリーンベンチの扱いに苦戦しながら、繰り返し練習
をしました。 
 PCR や増殖抑制試験では初めは誤差が⾮常に⼤きく、試薬を⼊れる順番やピペッティン
グの正確性など、細かな点で結果に⼤きく響くことを痛感しました。何が原因なのか分か
らず悩むこともありましたが、⽟城先⽣にご指導をいただき、⼀つ⼀つの⼿技の意味をし
っかり考えることで徐々に安定したデータが得られるようになりました。 
 正確な⼿技が綺麗なデータに繋がり、それを元に考察をしていくという研究の醍醐味を
肌で感じ取ることができ、⾃分なりに予測し⼯夫していくことに強く⾯⽩さを感じまし
た。 
 
 毎週⽉曜⽇には医局カンファレンスに参加させていただきました。医局カンファレンス
では、第⼆内科の先⽣⽅が代謝・⾎液の症例についてレクチャーしてくださり、学⽣と他
の先⽣⽅が質問を⾏う形式でした。 
 私はこれまで、授業を受ける際に受け⾝になりがちで、質問を考えることに苦⼿意識が
ありました。しかし、毎週先⽣⽅のレクチャーを聞き、⾃分なりに疑問を持って質問する



ことを繰り返す中で、徐々に主体的に考える姿勢が⾝についていきました。レクチャーを
聞きながら「どこに注⽬して診断をするのか」「どの症状が出ていれば重症となるのか」
などといったことを考えられるようになり、学ぶこと⾃体がより楽しく感じられるように
なりました。 
 また、先輩や他の先⽣⽅の質問・コメントを聞くことで、私とはまったく違う視点を知
ることができ、⼤変勉強になりました。このような経験は、単に知識を得るだけでなく、
⾃分⾃⾝の視野を広げ、考えを深める姿勢を養う上でも⾮常に重要であったと感じていま
す。 
 
 隔週で⾏われるリサーチミーティングにも参加しました。そこでは、リサーチグループ
の先⽣⽅の研究内容を聞き、⾃分なりに疑問を持ちながら理解を深めるよう努めました。 
 参加当初は専⾨⽤語が怒涛の如く押し寄せてきて、理解するためにその都度単語や概念
を調べながら聞いていましたが、次第に研究の⽬的や進⾏段階、直⾯している課題といっ
た点に注⽬して聞くことができるようになりました。 
 このような経験を重ねる中で、⾃分の知らない領域の研究発表を理解する⼒が⾝につ
き、医科学研究の発表会においても、友⼈たちの発表内容をより深く理解することができ
たと感じています。 
 
 医科学研究の終了が近づく中で、発表に向けたスライド作成にも⼒を⼊れ始めました。
スライドを⼀から作成し、先⽣からのフィードバックを受けて修正を重ねていくという経
験は初めてであり、試⾏錯誤を何度も繰り返しながら完成させました。 
 この過程を通して、聞き⼿にも分かりやすいデータ提⽰の構成や表現の重要性を学ぶこ
とができました。そして、最終的には⾃分でもとても満⾜のいくスライドを作成すること
ができました。 
 
 発表会に向けて、最も意識したことは、第⼆内科の研究グループの先⽣⽅の医学博⼠審
査会に参加させていただいた経験です。先⽣⽅のプレゼンテーションにおける伝え⽅や的
確な質疑応答は私の憧れとなり、是⾮とも本番で先⽣⽅と同じような姿勢で臨みたいとい
う気持ちで練習に励みました。 
 発表会当⽇には、医学部同窓会会⻑賞をいただくことができました。教授の先⽣⽅が多
くいらっしゃる中での発表は初めてであり、⾮常に緊張しましたが、発表練習を重ねたこ
とで⾃分なりに納得のいく形で発表を終えることができました。 
 ⾃信を持ってプレゼンテーションを⾏い、質疑応答にもしっかり⾃分の⾔葉で回答でき
たことが、今回の受賞につながったのではないかと考えています。 
 そして、この受賞は、⾃分⼀⼈の⼒ではなく、⽇々ご指導いただいた先⽣⽅のおかげで
あると強く感じています。本当にありがとうございました。 



 
 医科学研究を通して、研究者がどのような思考過程で研究を進めているのかを理解しま
した。また医局カンファレンスのレクチャーから、病気は何らかの原因によって起こるも
のであり、その原因を追究するためには多くのデータをもとにしながら論理的に考えるこ
とが重要であると実感しました。 
 これらの考え⽅は、私⾃信が将来医師として患者さんの病態を理解していく上でも⼤い
に役⽴つものだと考えています。また、「論理的に考える」ためにも常に「問いを⽴てる
姿勢」を忘れずに、今後は臨床の道を歩みながら、研究にも積極的に携わっていきたいと
思います。 
 
 実験⼿技や実験の意味を丁寧にご指導してくださった⽟城先⽣。いつも優しく⼿技のア
ドバイスをしてくださった仲嶺さん。学⽣１⼈で不安だったところをとても温かく迎えて
くださった秘書の皆様。医局カンファレンスやリサーチミーティングで多くのレクチャー
をしてくださった先⽣⽅。 
 そして、このような多くの成⻑の機会を与えてくださった益崎先⽣に、重ねてではあり
ますが、⼼より感謝申し上げます。 
 
 夏休み前からの約 7か⽉間、本当にありがとうございました。 


